
廃
棄
物
処
理

　
復
旧
作
業
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
震
災
が
れ
き
の
除
去
。
こ
の
課
題
の
解
消
に
注
力
し

た
の
が
セ
メ
ン
ト
産
業
だ
。
が
れ
き
を
被
災
県
内
外
の
セ
メ
ン
ト
工
場
で
受
け
入
れ
た
。

セ
メ
ン
ト
業
界
は
も
と
も
と
産
業
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、
原
燃
料
に
利
用
し
て
い
る
。
廃

棄
物
を
資
材
に
変
え
る
機
能
を
発
揮
し
、
多
面
的
に
復
興
を
後
押
し
し
て
い
る
。

自
治
体
受
け
入
れ
９
９
万
�

セ
メ
ン
ト
が
支
え
る
が
れ
き
処
理

循
環
型
機
能
大
い
に
貢
献

が
れ
き
の
処
理
が
進
む
宮
城
県
亘
理
町
の
鳥
の

海
陸
上
競
技
場
一
次
仮
置
場

年
９
月
８

日
、

年
３
月

日
、環
境
省
提
供

岩手・宮城、来春にも完了 　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
４
カ
月
が
経
過
し
た
が
、
現
在
も
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
。
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
１
９
６
５
万

の
う
ち
、
２
０
１
３
年
３
月
末
時
点
で
約

％

の
処
理
が
完
了
し
た
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
で
は
、
２
０
１
４
年
３
月

末
ま
で
に
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
終
了
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
た
だ
、
福
島
県
で
は
一
部
で
計

画
よ
り
処
理
が
遅
れ
て
達
成
が
困
難
な
状
況
の
た
め
、
今
夏
を
め
ど
に
計
画
を
見
直
す
方
針
だ
。

災害廃棄物処理

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
環
境
省
が
５
月
７
日
に
発

表
し
た
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
災
害
廃
棄
物
の
処
理
状
況

道
県
２
４
５
市
町
村

は
、

年
３
月
末
時
点
で
全

体
の

％
に
あ
た
る
１
１
９

８
万

、
１
６
０
市
町
村
で

処
理
が
完
了
し
た
。
処
理
し

た
災
害
廃
棄
物
の
う
ち
、

％
に
あ
た
る
約
９
８
２
万

を
再
生
使
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
津
波
堆
積
物
は
６
県

市
町
村
で
１
０
１
５
万

あ

り
、
処
理
が
終
わ
っ
た
の
は

％
に
あ
た
る
３
２
６
万

と
な
っ
て
い
る
。

　
被
害
が
大
き
か
っ
た
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
に
つ

い
て
は
、
６
月

日
に

年

５
月
末
時
点
の
進
捗
状
況

ち
ょ
く

し
ん

を
発
表
。
３
県
の
災
害
廃
棄

物
１
５
９
８
万

の
う
ち

％
の
１
０
８
９
万

の
処
理

を
終
え
た
。
県
別
で
は
岩
手

県
が

％
、
宮
城
県
が

％
、
福
島
県
が

％
で
、
４

月
と
比
べ
て
い
ず
れ
も
約
５

％
ポ
イ
ン
ト
伸
び
た
。

　
岩
手
県
と
宮
城
県
は
着
実

に
処
理
が
進
ん
で
お
り
、

年
９
月
末
時
点
で
の
目
標
を

岩
手
県

％
、
宮
城
県

％

に
掲
げ
る
。

年
３
月
末
に

は
岩
手
、
宮
城
の
災
害
廃
棄

物
に
つ
い
て
１
０
０
％
の
処

理
終
了
を
計
画
。
一
方
、
福

島
県
で
は
一
部
で

年
３
月

末
に
処
理
終
了
が
困
難
な
た

め
、
国
の
直
轄
処
理
や
代
行

処
理
を
加
速
す
る
と
同
時

に
、
今
夏
に
新
た
な
処
理
見

通
し
を
公
表
す
る
方
針
だ
。

　
ま
た
、
３
県
の
津
波
堆
積

物
の
処
理
状
況
は

年
５
月

末
時
点
で
４
１
９
万

％

で
、
県
別
で
は
岩
手
県

が

％
、
宮
城
県
が

％
で

あ
る
一
方
、
福
島
県
は
９
％

に
と
ど
ま
る
。
岩
手
、
宮
城

の
両
県
は

年
３
月
末
ま
で

に
１
０
０
％
処
理
完
了
に
向

け
、
作
業
を
加
速
す
る
。
処

理
計
画
に
基
づ
き
、
資
材
の

保
管
場
所
の
確
保
や
再
生
利

用
先
と
の
調
整
を
進
め
る
。

被
災
地
で
の
処
理

　
３
県
内
の
災
害
廃
棄
物
な

ど
の
仮
置
き
場
は
、

年
９

月
末
で
最
大
３
１
８
カ
所
設

置
さ
れ
た
。

年
５
月
末
時

点
で
は
１
５
４
カ
所
と
半
分

以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
へ
の
搬
入
率
は

％
で
、

市
町
村
で
搬
入
が
終
わ
っ

た
。

　
３
県
内
に
は
仮
設
焼
却
炉

が

基
、
破
砕
・
選
別
施
設

が

カ
所
稼
働
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
既
存
の
施
設
で
も
処

理
を
実
施
し
て
い
る
。

　
直
近
の
動
向
で
は
、
岩
手

県
の
釜
石
地
区
で
津
波
堆
積

物
処
理
ラ
イ
ン
が
４
月
に
本

格
稼
働
。
陸
前
高
田
市
で
も

津
波
堆
積
物
処
理
ラ
イ
ン
の

設
置
が
終
わ
り
、
５
月
か
ら

本
格
稼
働
し
た
。
宮
城
県
で

は
、
気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク
の
気

仙
沼
処
理
区
に
一
部
設
置
が

完
了
し
た
津
波
堆
積
物
処
理

ラ
イ
ン
を
６
月
に
本
格
稼

働
。福
島
県
で
は
、い
わ
き
市

で
６
月
か
ら
民
間
の
焼
却
炉

で
１
日
当
た
り

の
可
燃

物
の
受
け
入
れ
を
始
め
た
。

　
ま
た
、
福
島
県
で
は
国
が

代
行
処
理
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
広
野
町
で
は
災
害
廃

棄
物
な
ど
の
仮
設
処
理
施
設

の
設
置
に
向
け
て
準
備
。
用

地
の
測
量
お
よ
び
地
質
調
査

が
完
了
し
、
６
月
か
ら
造
成

工
事
の
設
計
を
開
始
し
た
。

広
域
処
理
の
動
向

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

膨
大
な
災
害
廃
棄
物
が
生
じ

た
結
果
、
被
災
地
の
施
設
だ

け
で
は
処
理
が
追
い
付
か
な

い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
最

終
処
分
場
の
容
量
も
不
足
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
処
理

が
困
難
な
災
害
廃
棄
物
の
処

理
を
被
災
地
以
外
の
自
治
体

が
受
け
入
れ
て
い
る
。

年

６
月

日
時
点
で
実
施
済

み
、
実
施
中
、
受
け
入
れ
量

決
定
済
み
を
合
わ
せ
る
と
、

１
都
１
府

県

件
で
の
処

理
が
決
定
し
た
。
さ
ら
に
本

格
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
自

治
体
を
合
わ
せ
る
と
、
受
け

入
れ
見
込
み
量
は
約

万

、
処
理
済
み
量
は
約

万

と
な
っ
て
い
る
。

　

年
５
月
以
降
、
新
た
に

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
受
け

入
れ
が
始
ま
っ
た
。
山
形
県

米
沢
市
の
民
間
施
設
で
、
岩

手
県
山
田
町
の
不
燃
混
合
物

を
同
年

月
ま
で
に
約
１
万

５
０
０
０

を
受
け
入
れ
予

定
。
富
山
県
の
新
川
広
域
圏

事
務
組
合
と
富
山
地
区
広
域

圏
事
務
組
合
で
、
岩
手
県
山

田
町
の
可
燃
物
の
受
け
入
れ

を
開
始
、
同
年

月
ま
で
に

高
岡
市
を
加
え
た
富
山
県
と

し
て
約
３
９
０
０

を
処
理

す
る
。

　
ま
た
、
青
森
県
八
戸
市
の

民
間
施
設
で
は
、
岩
手
県
普

代
村
の
不
燃
系
混
合
物
を

年
３
月
ま
で
に
約
１
８
０
０

受
け
入
れ
る
予
定
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
青
森
県
八
戸

市
や
青
森
県
三
沢
市
、
神
奈

川
県
箱
根
町
お
よ
び
南
足
柄

市
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け

入
れ
を
表
明
し
て
い
る
。

再
生
利
用

　
災
害
廃
棄
物
は
可
能
な
限

り
再
生
利
用
し
て
い
る
。
岩

手
県
で
こ
れ
ま
で
に
再
生
利

用
し
た
災
害
廃
棄
物
の
量
は

約
１
８
２
万

セ
メ
ン
ト

利
用
を
含
む

で
、
再
生
利

用
率
は

％
。
ま
た
、
津
波

堆
積
物
の
再
生
利
用
量
は
約

万

で
再
生
利
用
率
は
１

０
０
％
を
達
成
し
た
。
具
体

的
な
動
き
と
し
て
、
宮
古
市

の
浜
園
地
再
整
備
事
業
で

は
、

年
５
月
か
ら
津
波
堆

積
物
約
１
万

の
利
用
を
開

始
し
た
。

　
宮
城
県
で
は
こ
れ
ま
で
に

約
６
７
７
万

セ
メ
ン
ト

利
用
含
む
、
造
粒
固
化
し
た

焼
却
灰
の
再
生
利
用
分
約

万

を
含
む

の
災
害
廃
棄

物
を
再
生
利
用
し
た
。
再
生

利
用
率
は

％
。
津
波
堆
積

物
は
約
３
６
５
万

を
再
生

利
用
し
、
再
生
利
用
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
を
達
成
。
宮
城

県
岩
沼
市
の
千
年
希
望
の
丘

整
備
事
業
で
は
、
６
月
９
日

に
第
一
基
目
と
な
る
丘
が
完

成
し
た
。

　
福
島
県
で
は
約

万

の

災
害
廃
棄
物
を
再
生
利
用
し

た
。
再
生
利
用
率
は

％
。

津
波
堆
積
物
の
再
生
利
用
量

は
約

万

で
再
生
利
用
率

は

％
に
な
る
。
い
わ
き
市

の
防
災
緑
地
整
備
事
業
で
は

津
波
堆
積
物
を
約

万

、

海
外
堤
防
復
旧
事
業
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
く
ず
を
約
９
万

利
用
す
る
予
定
。
新
地
町
お

よ
び
広
野
町
の
防
災
緑
地
整

備
事
業
や
、
相
馬
市
お
よ
び

南
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
造

成
事
業
で
津
波
堆
積
物
の
利

用
に
向
け
て
調
整
し
て
い

る
。

▲が
れ
き
処
理
に
取
り
組
む
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場

　
「
被
災
地
の
復
旧
・
復
興

に
対
す
る
協
力
を
最
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で

い
る
」
。
セ
メ
ン
ト
協
会
の

矢
尾
宏
会
長

三
菱
マ
テ
リ

ア
ル
社
長

は
２
０
１
３
年

の
年
頭
に
、
こ
う
力
を
込
め

た
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

の
が
港
湾
整
備
な
ど
に
使
わ

れ
る
セ
メ
ン
ト
の
安
定
供
給

と
が
れ
き
の
受
け
入
れ
だ
。

　
受
け
入
れ
先
は
被
災
地
で

あ
る
岩
手
県
の
２
工
場
に
加

え
、
埼
玉
県
と
青
森
県
の
５

工
場
。
が
れ
き
の
取
り
扱
い

は
焼
却
処
分
や
埋
め
立
て
処

理
と
違
い
、
セ
メ
ン
ト
原
料

と
し
て
受
け
入
れ
た
。
災
害

廃
棄
物
を
セ
メ
ン
ト
と
い
う

資
材
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て

い
る
の
だ
。

　
埼
玉
県
で
は
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
の
熊
谷
工
場

熊
谷

市

と
埼
玉
工
場

日
高

市

、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の

横
瀬
工
場

横
瀬
町

で
、

被
災
地
か
ら
排
出
さ
れ
た
木

く
ず
の
処
理
を
行
っ
た
。
青

森
県
で
は
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

の
青
森
工
場

東
通
村

、

八
戸
セ
メ
ン
ト

八
戸
市

の
八
戸
工
場

同

の
２
工

場
で
処
理
。
青
森
工
場
で
は

可
燃
混
合
物
や
不
燃
物
の
処

理
を
、
八
戸
工
場
で
は
各
種

廃
棄
物
を
受
け
入
れ
た
。

　
被
災
地
の
岩
手
県
で
は
太

平
洋
セ
メ
ン
ト
の
大
船
渡
工

場

大
船
渡
市

、
三
菱
マ

テ
リ
ア
ル
の
岩
手
工
場

一

関
市

で
、
が
れ
き
を
受
け

入
れ
た
。

年
度
に
つ
い
て

は
大
船
渡
工
場
な
ど
で
引
き

続
き
受
け
入
れ
、
セ
メ
ン
ト

工
場
で
約

万

が
処
理
さ

れ
る
。

　
「
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
技

術
の
蓄
積
」
。
業
界
団
体
で

あ
る
セ
メ
ン
ト
協
会

東
京

都
中
央
区

の
高
橋
茂
生
産

・
環
境
部
門
統
括
リ
ー
ダ
ー

は
強
調
す
る
。

　
セ
メ
ン
ト
生
産
１

当
た

り
の
廃
棄
物
・
副
産
物
使
用

量
は

年
度
が
４
８
１

で
、
過
去
最
高
を
更
新
。
高

炉
ス
ラ
グ
や
石
炭
灰
、
建
設

発
生
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

廃
棄
物
の
利
用
に
挑
み
、
使

用
量
を
拡
大
し
て
き
た
。
循

環
型
社
会
づ
く
り
を
実
践
す

る
業
界
の
機
能
が
、
今
回
の

が
れ
き
処
理
に
大
い
に
役
立

っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
高
橋
統
括
リ
ー
ダ
ー
は
、

が
れ
き
受
け
入
れ
な
ど
の
取

り
組
み
を
き
っ
か
け
に
「
セ

メ
ン
ト
産
業
の
機
能
が
再
認

識
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
」
と
話
す
。

　
自
然
災
害
を
契
機
に
、
安

全
・
安
心
を
支
え
る
資
材
と

し
て
の
認
識
が
広
が
っ
て
い

る
セ
メ
ン
ト
。
資
材
の
供
給

だ
け
で
な
く
、
廃
棄
物
を
大

量
に
受
け
入
れ
る
側
面
も
併

せ
持
つ
。
企
業
活
動
を
行
う

上
で
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な

い
廃
棄
物
の
問
題
を
考
え
る

上
で
、
実
績
の
あ
る
セ
メ
ン

ト
産
業
が
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。


